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東北地域における水稲耐冷性“強"

1 -2 東北農業研究 (TohokuAgric. Res.) 62， 

“極強"が UPOV(植物新品種保護国際同盟)の評価で“8"で

あるため、“極強"より lランク強くなる毎に“梅強 9"、“極強

10"、“極強11"~した(表2、表3)。さらに、試験地聞や年次問

で出穏期、不稔率が安定しない供試材料は試験から外し、

基準品種が各熟期・ランクで多くても 2品種・系統となるよう

に選定を行った。

以上の条件のもと、各熟期で不稔率より耐冷性を評価した

結果、極早生(ユメコカ、ネ級)で、は“極強 9"まで、極早生(かけ

はし級)と晩生では“極強"まで、早生、早生晩、中生では“極

強 11"までの基準品種を各ランクに選定した(表2、表3)。

また、“極強 9"より耐冷性が強し、品種間差異は、水温がよ

り低い条件で、より明瞭で、あった(表2)。そのため“極強 9"以

上の品種間差異を見る場合には水温 18.0~18.60Cのような

厳しい条件設定が望ましし立考えられた。

但し、「東北 PL1Jは、試験地によっては出穂、期が早生晩

熟期から大きく遅れる年次があった(データなし)。そのため

「東北 PLlJは出穂期が遅れない場合のみ早生晩の基準と

する必要がある。

4 まとめ

東北地域における穂ばらみ期耐冷性基準品種を、熟期に

よっては従来の評価で、最も強い“極強"より 3ランク強い“極

強 11"まで選定した。また、“極強 9"以上の品種間差異を見

る場合は 18.0~18.60Cのような厳しい水温設定が望ましいと

考えられた。

以上の基準品種選定
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はじめに

現在の水稲の穂ばらみ期耐冷性評価では、“極強"が最も

強いランクとなっている。しかし、 2003年の冷害では耐冷性

が“極強"の品種でも不稔が多発した地域があり、それより強

い品種が求められている。~--方で、“極強"より強い耐冷性を

持っと思われる系統が各育成地で開発されているが、“極

強"より強い基準品種がないため耐冷性強度の評価ができ

ていなし、。そこで今回、今後の耐冷性品種育成のために“極

強"より強し、評価を含む“強"以上の耐冷性基準品種を選定

したc

2試験方法

東北地域の7試験地(青森県産業技術センター農林総合

研究所藤坂稲作研究部(青森県十和田市)、岩手県農業研

究センター(岩手県北上市)、宮城県古川農業試験場(宮城

県大崎市)、秋田県農林水産技術センター農業試験場(秋田

県秋田市)、山形県農業総合研究センター水田農業試験場

(山形県鶴岡市)、福島県農業総合センター浜地域研究所

(福島県相馬市)、東北農業研究センター(秋田県大仙市))に

おいて、 2004年から 2008年の 5年間、熟期別に合計 47品

種・系統の耐冷性を評価した(表1)。評価法には恒温深水濯

概法を用い、徳ばらみ期に水深 17~25cm、水温は 18.0~

19.6
0

Cの問で一定となるように管理し、出穂、期、不稔率及び

得長を調査した。
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3 結果及び考察

1共試材料の東北農業研究センターでの稗長は 56~74cm

と極端に長しものはなく(表2)、幼穂に十分に冷水を処理で、

きたと思われ、耐冷性の評価に支障はなかったO その他の試

験地についても同様で、あった(データなし)。

耐冷性の評価に当たっては、 1986年の申し合わせによる

基準品種 1)及び須藤らが選定した基準品種 2)の評価を変え

ずに行った(表2、表3)。また、“極強"より強し、基準の呼称、は、
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表1誤勝也及び供試材料数

糊¥ 猷験地藤坂 岩手 由" 秋田 庄内 福島 東北農研 供耕梓撒 選定数

極早生 ユメコガネ級 O O 2 2 

極早生 かけはし級 O O O 4 2 

早生 むつほまれ級 O O O O O O 9 8 

早生娩 あきたこまち級 O O O O O O O 12 7 

中生 ひとめぼれ級 O O O O O 14 9 

晩生 コシヒカリ級 O O O 6 3 

ぷE〉3、量ロ+ 47 31 

国0:供試ー:供試なし

表2供糊判の出穂期、羽念率の平均及び稗長

全訴験の平均 冷却鍍が強い条件での平均5)

要欄 F晶芽溺洛
供試 稗長:4) 2∞4~08年平均 2∞5~08年平均 2∞6~08年平均 2∞5~08年平均6) 2∞6~08年平均 評価
闘停 (cm)出糊不桝 出穏期司弔率 出穂湖碍率 出穏期碍率出穂期司弔率

伺日) ω 伺日) (百) 明日) 似) 明日) (目) 明日) 例)

極早生ユメコガネ司 2004 56 7/27 32.5a 7/25 4O.9a 掴怠

ふ系PL1 2∞4 61 7/26 20.9b 7/26 23.5b 極的

極早生かけはし 2004 58 7/30 66.9a 7/29 75.3a 強

はまゆたか泊 2∞4 60 8/2 44.3b 8/2 53.4b 極強

早生 コイヒメj) 2∞4 58 8/7 67.2a 8/7 69.4a 8/8 74.1a 8/7 87.4a 8/7 90.2a g金
駒の舞 2∞4 61 8/7 65.3a 8/8 67.9a 8/8 72.4a 8/8 84.6ab 8/8 87.4ab 強
いわてっこ 2∞4 64 8/10 53.6b 8/10 56.4b 8/11 59.8b 8/10 75.9bc 8/11 76.3bc 樹金
ふ系PI.2山) 2∞4 58 8/6 51.6b 8/6 53.8b 8/7 55.9b 8/6 72.6c 8/6 72.7cd 樹虫
ふ系PL3 2004 59 8/10 37.8c 8/10 41.2c 8/11 45.5c 8/10 60.2d 8/10 61.6de 梅若虫9

秋田60号 2005 59 8/6 40.2c 8/7 43.3c 8/7 54.0d 8/7 55.4e 極2強9
ふ系見4 2004 62 8/9 28.2d 8/10 30.3d 8/10 34.0d 8/9 38.3e 8/9 39.8f 極虫10

ふ系PL5 2∞6 60 8/8 23.7e 8/7 28.9f 樋虫11

早生腕イブキワセj) 2∞4 63 8/14 62.4a 8/14 64.la 8/14 82.6a 強

こころまち 2004 62 8/10 59.8a 8/11 63.3a 8/10 85.8a 5虫
東北182号 2004 64 8/11 43.3b 8/12 46.3b 8/11 70.0b 樹会

はたじるし 2004 64 8/12 42.8b 8/13 46.2b 8/12 68.1b 樹虫

東北155号 2∞4 63 8/10 35.9c 8/11 39.7b 8/10 61.4b 極5金9
奥羽孔4 2∞5 68 8/12 28.9c 8/12 37.6c 樹会10

東北見l 2005 66 8/18 16.2d 8/16 19.6d 極翠金11

中生 オオトリj) 2004 62 8/17 66.8a 8/17 67.4a 8/17 71.1a 8/18 87.9a 8/19 88.6a 5虫
おきにし、り 2004 68 8/16 62.0a 8/16 61.6a 8/17 64.0a 8/18 83.7a 8/19 82.3a g虫

はえぬき 2004 64 8/20 39.7b 8/20 39.9b 8/20 43.3b 8/22 66.8b 8/22 68紬圏全

ひとめぼれ 2∞4 65 8/18 39.1b 8/18 38.5b 8/19 42.4b 8/20 65.9b 8/21 65.9bc 極愈
秋田且1 2005 60 8/20 27.6c 8/20 31.0bc 8/22 48.2c 8/22 49.7c 樹愈9

東北187号 2∞6 68 8/19 30.0c 8/20 47.7c 樹齢

奥羽P日 2004 70 8/16 23.8c 8/16 23.2c 8/16 26.9c 8/17 34.4c 8/16 37.ld 極虫10

東北PI.2 2005 70 8/14 12.3d 8/15 13.9d 8/16 14.7d 8/17 15.3d 圏全11

東北PL3 2005 74 8/15 8.2d 8/16 9.0d 8/16 9.0d 8/17 9.5d 樹虫11

娩生 もちむすめ 2∞4 62 8/24 61.6a 強

ホワレイj) 2∞4 61 8/30 76.lb 5虫
コシヒカリj) 2∞4 73 8/28 47.3c 樹虫

同一のアノレファベットを付した系統聞では5%水準で有意差なU極早生i吋綻、その他はTukey出j)は1986年度稲育種連絡会識の申し合わせによ
る基準品種2lは須藤ら選定による基準品種3)旧系統名:中母35.句読は2∞7年東1揖新制佃でのもの.日藤坂、古)11、東根靭附設創t温18.0
~18.60Cの誤験を抽出 6)早生腕は藤坂で「東北Pし1Jの出穂期が極遅くなるので藤坂を除いて平均.

極強9(一)

;問 弁系PL1
強(η

つ中
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